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１．2012/3上期実績及び2012/3通期見通し
２．早期の復配に向けた経営戦略
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2012/3 上期 概要

 上期の売上高は、ウェハー再生事業撤退の影響で減収。

 営業利益は、震災の影響もあったが、化成品事業の伸長とウェハー事業
からの撤退効果で８％増益。

 上期の売上高は、ウェハー再生事業撤退の影響で減収。

 営業利益は、震災の影響もあったが、化成品事業の伸長とウェハー事業
からの撤退効果で８％増益。

売 上 高 12,166 10,832 ▲11%

営 業 利 益 813 881 8%

経 常 利 益 545 658 21%

当 期 純 利 益 142 524 269%

前年比2011/3 上期 2012/3 上期

(単位：百万円）
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四半期業績の推移

四半期売上高と営業利益の推移 （百万円）
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2012/3 上期 セグメント別概要

（単位：百万円）

増減

売 上 高 7,030 7,154 124

営業利益 663 (9.4%) 719 (10.1%) 56

売 上 高 1,978 2,024 46

営業利益 198 (10.0%) 137 (6.8%) ▲ 61

売 上 高 2,110 855 ▲ 1,255

営業利益 122 (5.8%) 223 (26.1%) 101

売 上 高 1,046 798 ▲ 248

営業利益 361 (34.5%) 276 (34.6%) ▲ 85

電子材料事業

その他

2011/3　上期 2012/3　上期

化成品事業

機械事業

注) カッコ内の数値は各セグメント別の売上高営業利益率
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化成品事業

【化成品事業】 売上高と営業利益の推移 （連結） 【化成品事業】 製品別売上高の推移 （単独）
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 リン系製品は二次塩類などの出荷好調で増収。
 コンデンサー原料や消臭剤は好調持続。
 リン系製品は二次塩類などの出荷好調で増収。
 コンデンサー原料や消臭剤は好調持続。
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注） 10/3 上期の営業利益は会計制度変更要因を修正
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化成品事業（四半期業績）

【化成品事業】 売上高と営業利益の四半期推移 （連結）

注） 10/3期の営業利益は会計制度変更要因を修正
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機械事業

【機械事業】 売上高と営業利益の推移 （連結） 【機械事業】 製品別売上高の推移 （単独）

445
688 687

1,232

1,291 1,337

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

10/3上期 11/3上期 12/3上期

土木機械 建設機械
売上高

（百万円）

 破砕関連機械の受注は低迷するが、鋳鋼品の拡販で増収。

 土木機械は、掘進機販売の減少をレンタルでカバー。

 破砕関連機械の受注は低迷するが、鋳鋼品の拡販で増収。

 土木機械は、掘進機販売の減少をレンタルでカバー。
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注） 10/3 上期の営業利益は会計制度変更要因を修正
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機械事業（四半期業績）

【機械事業】 売上高と営業利益の四半期推移 （連結）

注）10/3期の売上高及び営業利益は11/3期ベースに修正済み
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電子材料事業

【電子材料事業】 売上高と営業利益の推移 （連結） 【電子材料事業】 製品別売上高の推移 （単独）
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 売上高は、ウェハー再生事業から撤退で表面上は大幅減収。

 高純度無機素材は三酸化ホウ素の堅調で増収。

 売上高は、ウェハー再生事業から撤退で表面上は大幅減収。

 高純度無機素材は三酸化ホウ素の堅調で増収。

▲ 877

注） 10/3 上期の営業利益は会計制度変更要因を修正
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電子材料事業（四半期業績）

【電子材料事業】 売上高と営業利益の四半期推移 （連結）

ウェハー再生事業から撤退

注）10/3期の営業利益は会計制度変更要因を修正
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損益計算書（連結）

2011/3　上期 2012/3　上期 増減

売上高 12,166 10,832 ▲1,334

売上原価 9,097 7,992 ▲1,105

販売費・一般管理費 2,255 1,958 ▲297

営業利益 813 881 68

営業外収益 136 196 60

営業外費用 405 420 15

経常利益 545 658 113

特別利益 549 - ▲549

特別損失 916 108 ▲808

税金等調整前当期純利益 177 550 373

当期純利益 142 524 382

(単位：百万円）
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貸借対照表（連結）

※ たな卸資産 ＝商品及び製品＋ 仕掛品＋ 原材料及び貯蔵品
自己資本 ＝株主資本＋評価・換算差額等

（単位：百万円）

2011/3月末 2011/9月末 増減

流動資産 計 15,050 16,018 968
現金及び預金 4,700 6,536 1,836
受取手形及び売掛金 6,435 6,267 ▲ 168
たな卸資産 ※ 3,020 3,002 ▲ 18

固定資産 計 17,390 16,741 ▲ 649
流動負債 計 17,656 17,253 ▲ 403
支払手形及び買掛金 3,396 3,212 ▲ 184
短期借入金 12,543 12,173 ▲ 370

固定負債 計 9,340 9,373 33
長期借入金 6,906 7,023 117
退職給付引当金 1,523 1,505 ▲ 18

純資産 5,444 6,132 688
自己資本 ※ 5,434 6,010 576
少数株主持分 9 122 113

総資産 32,441 32,759 318
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キャッシュフロー表（連結）

2011/3　上期 2012/3　上期

営業キャッシュ･フロー 758 2,192

　　税引き前利益 177 550

　　減価償却費 732 667

　　売上債権の増減額（△は増加） ▲ 565 171

　　棚卸資産の増減額（△は増加） 39 21

　　仕入債務の増減額（△は減少） 126 ▲ 206

　　法人税等の支払額 ▲ 31 ▲ 49

投資キャッシュ・フロー 552 ▲ 182

　　有形固定資産の取得による支出 ▲ 86 ▲ 214

財務キャッシュ・フロー ▲ 1,777 ▲ 163

　　有利子負債の純増減額 ▲ 1,773 ▲ 259

現金及び現金同等物　期中増減額 ▲ 478 1,835

現金及び現金同等物　期末残高 6,587 6,536

(単位：百万円）
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12年3月期の業績予想

 上期業績は想定を上回ったが、経営環境の不透明さが増しており、
通期の業績予想は据え置く。

 上期業績は想定を上回ったが、経営環境の不透明さが増しており、
通期の業績予想は据え置く。

(単位：百万円）

2011年3月期 2012年3月期予想 前年比

売 上 高 23,729 22,500 ▲5％
  化成品事業 14,027 14,400 +3％
  機械事業 4,281 4,500 +5％
  電子材料事業 3,568 2,000 ▲44％
  その他 1,851 1,600 ▲14％

営業利益 1,720 1,750 +2％
  化成品事業 1,398 1,450 +4％
  機械事業 457 450 ▲2％
  電子材料事業 253 400 +58％
  その他 629 500 ▲21％
  全社費用など ▲ 1,017 ▲ 1,050 +3％

経常利益 1,177 1,200 +2％
当期純利益 772 1,150 +49％
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12年3月期の設備投資及び減価償却費の見通し

注1） その他＝その他の事業＋消去又は全社

設備投資･減価償却費の推移 （連結） セグメント別設備投資の推移 （連結）

 当面の設備投資は、減価償却費の範囲内で抑制。

 新製品・成長事業への投資実行。

 当面の設備投資は、減価償却費の範囲内で抑制。

 新製品・成長事業への投資実行。

注2） 10/3期以前はセグメント組み換え前
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早期の復配に向けた経営戦略
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早期の復配に向けて

成長事
業の

拡大戦
略

早 期 の 復 配早 期 の 復 配

基盤事業の

収益最大化戦略

Ｂ／Ｓの

健全化戦略

 ウエハー再生事業からの撤退（２０１０年１２月） ウエハー再生事業からの撤退（２０１０年１２月）

利益剰余金

11/3月末
△27.24億円

11/9月末
△21.99億円
5.25億円改善

早期の欠損解消
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既存事業の収益最大化

新製品

TMG SｉC

等

成長事業
消臭剤

高純度薬剤
高純度無機素材
粉体関連機器

精密加工

基盤事業

凝集剤、リン系製品、コンデンサー材
料、掘進機、骨材プラント機器、鋳鋼

製品、不動産賃貸事業

早期の市場投入

ユーザー拡大と
更なる高付加価値化
（選別投資の継続）

安定収益の確保と最大化
（コスト削減と営業力強化）
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12/3期の取り組み

新製品

2012/3期の取り組み

 ＴＭＧセミコマーシャルプラント試運転

 ＳｉＣ評価継続中

 ガリウム・インジウム回収設備増強開始

 粉体関連機器の拡販対応
 骨材プラント機器の内需対応

 原材価格上昇への対応
 消臭剤の増産体制構築

電子材料事業

全社

機械事業

 コスト削減
 設備投資計画の精査継続

化成品事業
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消臭剤事業の増産体制構築化成品事業の収益拡大戦略

製品名：シュークレンズ

4大悪臭対策
（ＫＤ-211）
4大悪臭対策
（ＫＤ-211）アルデヒド対

策
（ＫＤ-311）

ＶＯＣ対策
（ＫＤ-411）

特徴 ・ 加工性、耐熱性
・ 酸、塩基の両方の消臭可能
・ 再放出がほとんどない
・ 水洗可能、何度でも使用可

用途 ・ 繊維関係（アパレル、新素材）
・ フィルター関係（エアコンや空気清浄機）
・ 樹脂成形品（ダストボックスや冷蔵庫内装材）

４大悪臭：アンモニア・硫化水素・トリメチルアミン・メチルメルカプタン
ＶＯＣ ：揮発性を有し、大気中で気体状となる有機化合物の総称。トルエン、キシレン、酢酸エチルなど多種多様な物質。
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破砕と選別 ＋α

建設機械関連 （鉱山、砕石工場、窯業、リサイクル施設等関連産業）

土木機械関連

小口径掘進機 大口径掘進機

選別機破砕機

粉体関連機器

機械事業の収益拡大戦略

＋

新規分野
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ガリウム・インジウム回収設備増強高純度無機素材の収益拡大戦略

液晶テレビ等に使用されるインジウム含有複合酸化物
からの回収設備導入
液晶テレビ等に使用されるインジウム含有複合酸化物
からの回収設備導入

ガリウム回収ガリウム回収

平成22年度「レアアース等利用産業等設備導入補助金
（二次公募）」の事業

経済産業省：平成23/6公表

インジウム回収

化合物半導体製造工程から発生するスクラップからの
ガリウム回収設備導入
化合物半導体製造工程から発生するスクラップからの
ガリウム回収設備導入

インジウム回収設備とガリウム回収設備が採択
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（2）SiC：炭化珪素（2）SiC：炭化珪素

内容：ＳｉＣウェハーの研磨・洗浄サービス（単結晶、多結晶、新品、再生）

【進捗状況】
・ＳｉＣ基盤販売 ・・・認定作業継続中
・ＣＭＰサービス ・・・認定作業継続中
・研磨・洗浄技術・・・認定作業継続中

新製品の開発状況

内容：ＴＭＧの製造・販売
・ＴＭＧは、世界的な供給不足が続く、ＬＥＤ素子の主原料
・競争力のある独自製法
・ガリウムリサイクルに強み

【進捗状況】
・台湾のセミコマーシャルプラント試運転

（１）TMG：トリメチルガリウム（１）TMG：トリメチルガリウム
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ネットD/Eレシオ

(倍) (百万円)

 収益改善に厳選投資の継続で有利子負債を圧縮 収益改善に厳選投資の継続で有利子負債を圧縮

ネットD/Eレシオ：（有利子負債－現･預金）/株主資本
有利子負債：短期借入金+長期借入金
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本資料に関する注意事項

 本資料に記載されている内容は種々の前提に基づいたも

のであり、将来の数値等に関する記載については、不確実

な要素を含んだものとご理解下さい。

－IRに関する問い合わせ窓口－
ラサ工業株式会社 財務部

03-3278-3892


